平成２６年度第１回射水みなとまちづくり戦略会議議事録

日時：平成２７年２月２７日（金）　　　　　
午後３時３０分～午後５時１５分　
場所：射水市役所新湊庁舎２階大会議室　

　
事務局　：　ただいまから、平成２６年度第１回射水みなとまちづくり戦略会議を開催いたします。それでは、開会に当たり、産業経済部長が挨拶を申し上げます。
部長　：　皆様お疲れ様でございます。本日はお忙しいところ、委員の皆様、アドバイザーの皆様におかれましては、射水みなとまちづくり戦略会議にご出席いただき、誠にありがとうございます。また日頃より、射水ベイエリアの発展にご協力いただいておりますことに対し、心より感謝申し上げます。

さて、昨年この会議におきまして、射水みなとまちづくり方策を策定いただき、その中で、「射水ベイエリア」という名称も決定していただいました。それから、１年が経過したわけですが、この間、ベイエリア西地区におきましては、昨年１１月に「世界で最も美しい湾クラブ」加盟モニュメントが海王丸パーク設置され、また、１２月からは海王丸のライトアップも実施されております。更に国土交通省所有のみなと交流館を本年４月から射水市の観光拠点「いみず観光情報館」として活用させていただくこととなりました。
一方、東地区では、国において事業が進められておりました富山新港東側航路護岸の整備が完了し、３月中旬ごろには供用開始されると聞いております。県事業としましては、昨年から元気の森公園パークゴルフ場の増設整備が進められておりますし、来年度からは、新湊マリーナの整備も始まると聞いております。予てから観光客からの要望が多かった「オープンカフェ」につきましても、合同会社新湊ベイブリッジ様による立地が決定するなど射水ベイエリアの魅力は確実に高まっております。
　また、ドラマや映画、テレビの情報番組で取り上げられることも多くなっており、新湊漁港の昼セリの見学客も大幅に増えております。そして、今回のダイオウイカのお陰もあって、射水市と射水ベイエリアの知名度は一気に高まったのではないかと思っております。

さて、いよいよ２週間後には北陸新幹線が開業し、首都圏を中心に沿線各市から多くの観光客やビジネスマンが富山県に来訪されるものと期待しております。また、１０月には、天皇皇后両陛下のご臨席をいただき「第３５回全国豊かな海づくり大会」が海王丸パークなどをメイン会場に開催され、県内外から多くの関係者が射水市を訪れます。この機会を逃すことなく、まちづくり方策に掲げる施策の実現に取り組み、射水ベイエリアの魅力を一層高めるとともにその魅力を全国に積極的に発信してまいりますので、皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。
このあと、方策の現況と今後の取組みなどについてご協議いただきますので、それぞれの立場から、大局的な観点でご意見を賜りますようよろしくお願いいたします。以上簡単ではありますが、ごあいさつといたします。本日はよろしくお願いいたします。

事務局　：　ありがとうございました。本日、皆様におかれましては、「みなとまちづくり戦略会議委員」をお引き受けいただきありがとうございます。

本来なら委員お一人お一人に委嘱状を交付すべきところでありますが、委嘱状は、それぞれの机の上に置かさせていただきました。よろしくお願いいたします。

　また、委員お一人、お一人をご紹介するべきところでありますが、お手元に配布してあります委員名簿に代えさせていただきますので、よろしくお願いいたします。
それでは、協議事項に入る前に当戦略会議の設置要綱第４条第１項の規定により、委員長を選任いたします。委員長は委員の互選によって定めることとなっております。

皆様、いかがいたしましょうか。
委員：事務局の方で案はありますか。
事務局　：　ありがとうございます。それでは事務局の案を申し上げます。
委員長には、国立富山高等専門学校准教授にお願いいたしたいと思いますがいかがでしょうか。　
委員　：　（異議なしの声多数）
事務局　：　「異議なし」ということでありますので、委員長、よろしくお願いいたします。

なお、設置要綱第４条第２項の規定により、委員長は戦略会議を代表し、会務を処理することになっておりますので、委員長、議長席の方へお願いいたします。それでは、委員長よろしくお願いいたします。
委員長　：　この度は、委員長を拝命いたしまして誠に恐縮でございます。私自身はこの地域では、いわゆる旅の者ではございますが、この地に来て１６年目になります。昔は「とやま」（イントネーション：共通語）と発音していたのが、最近では「とやま」（イントネーション：富山弁）と言うようになりました。どんどん「富山化」しております。微力ではございますが力を尽くして会議の進行と射水ベイエリアの発展に寄与できればと思っております、皆様、お力添えのほどよろしくお願いいたします。
それでは、早速、これから協議事項に入りたいと思います。まず、最初の協議事項でございます。昨年度策定しました「射水みなとまちづくり方策」に関してでございますが、策定して１年が経ちました。現在の進捗状況について、そして、今後の取組み予定について事務局から説明をお願いいたします。

事務局　：　資料に沿って説明してまいります。ベイエリア西地区（賑わいのある交流空間）の説明を行います。

「交通機能・水上交通機能・海上交通機能」です。富山県は、マイカーで訪れられる方が多いことから、駐車場の整備は不可欠であります。新湊大橋のループ内の駐車場の整備はH25年には完成しておりますが、出入り口がわかりづらいという意見をいただいておりました。平成２６年中に入口の新設を行っていただきました。また、新湊大橋西側エレベーター棟へのアクセス道路が平成２６年度中に完成をいたしました。併せて、海岸緑地広場の整備も行われました。増設された駐車場は、ご覧のとおりです。
　次は、きっときと市場にEV車の充電スポットが整備されております。

委員長　：　それでは、委員の皆様からご質問やご意見等を賜りたいと思います。何かございましたら、どなたからでも結構ですどなたからでも結構ですのでお願いします。
委員　：　海老江の海浜公園が半分しか整備がされていない。商工会議所からも残り半分を宿泊施設やオートキャンプ場、サイクリングに関連した場所にしてほしいと、市をとおして県に伝わっていると思うが、それが進んでいるかということ。（宿泊施設を誘致する）東部地区の交流厚生用地１．７ｈａについては、マリーナを１．５倍に増築する場所と一緒でしょうか？

部長　：　海水浴場については、以前から県には要望しております。すぐにとはいかないかもしれませんが、近いうちに整備されるのではないかと期待しております。交流厚生用地は、マリーナ造成地区と同じ場所です。同地区で計画を行っているということになります。
委員　：　海老江海浜公園美化委員会を中心にボランティアで海水浴場を運営しておられますが、短期間で２万人を超える海水浴客が訪れるので、駐車場が少ない。PRしなくても、芝生が美しいということなどから年間を通じてバーベキュー等で賑わっている。これらを整備された方が賑わいにつながるのではないかと思います。
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